
CITI Japan プロジェクトとは

CITI: “Collaborative Institutional Training Initiative”

研究者の行動規範に関する国際標準教育をめざす

信州大学医学部長

市 川 家 國信州大学医学部特任教授

福 嶋 義 光
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慶応義塾大学医学部卒

北里大学病院病棟医

UCSF心臓血管研究所研究員

Harvard大学内科腎臓部門研究員

Harvard大学内科学講師→小児科学准教授

Vanderbilt大学小児科学/内科学教授

東海大学医学部小児科学教授

東海大学医学部生命倫理学教授

Vanderbilt 大学生命医倫理学連携教員

信州大学特任教授・東海大学非常勤教授
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グローバルな
ミスコンダクトの減少

＜背景＞

世界： 繰返されるミスコンダクト

欧米： 取締りから教育へ重点の移行

日本： 教育カリキュラムの欠如

＜戦略＞

・大学院・研究機関での行動規範教育

・国際標準を満たし、Up-dateし続ける教育内容

・e-learning による均一教育の全国普及

CITI Japan プロジェクト

米国
NPOCITI Program

(Collaborative Institutional
Training Initiative ) 

・全ての研究者に義務付けられている行動

規範教育コンテンツを提供

・ほぼ全ての大学(top 100大学中99大学）・

研究機関による利用
大学院生
(研究者)

受講認定

Web運営
窓口サービス

利用機関拡大

連携６大学＊ + 連携機関 + 協力教員多数

信州大学・東京医科歯科大学・福島県立医科大学
北里大学・上智大学・沖縄科学技術大学院大学

＊

国際標準とされる行動規範を理解した
研究者の全国的育成

・日本医学会

・全国医学部長病院長会議

・宇宙航空研究開発機構

・全国遺伝子医療部門連絡

会議等との連携

広報活動

・全米教員団体の協力のもとでの教材作成
・日本各地からの教員の手による精査と加筆修正
・関連事業との連携
・パブリック・コメント
・ユーザーミーティング/外部評価委員会

国際標準・日本仕様の教材作成

【教材例】
責任ある研究行為・ミスコンダクト・利益相反・
公的研究費の取り扱い・倫理審査委員会による
審査・個人情報の扱い・オーサーシップ 他

研究者育成の為の行動規範教育の標準化と教育システムの全国展開

文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」
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CITI Japan プロジェクトの研究倫理教育に関する考え方

1) 倫理教育は、法律・指針教育の必須な土台として提供されるべきである。

2) 教育内容は、各種条約と同様に国際間で協調したものである事が望ましい。

3) 教育内容は、各機関の自治に基づいた選択に委ねられる事が望ましい。

4) 一方、教育は小規模施設に於いても一定の質が確保できる事が望ましい。

5) 教育内容は、幅広い人々の総意に基づく事が望ましい。

6) 教育内容は、科学・法の変遷に迅速に呼応したものである事が望ましい。

7) この分野で、わが国はアジアにおける旗手となるべき立場にある。
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「責任ある研究行為」に関する倫理学習を義務とする

2010年1月25日以降

対象者： 学部学生、修士課程学生、博士課程学生、

ポスドク、新任教員、およびこれらのメンター等

学習時間： 4年毎に 8時間以上

形式： Web教材だけでなく、講義＋２方向性授業

内容： a→i (+研究の安全性、環境への配慮、社会的責任)
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「責任ある研究行為（RCR）」教育の項目

1. データの収集、管理、共有。所有
2. 研究を指導する者および受ける者の責任
3. 論文発表と著者の責任
4. ピアレビュー
5. 共同研究
6. ヒトを対象とした研究
7. 動物を用いた研究
8. 研究における不正行為
9. 利益相反と責務

10. 法令・指針および施設内規則の遵守
11. 上記に関する習得を確保するための評価手段
12. 研究における安全対策
13. 研究者の社会的義務
14. 内部告発
15. 国外搬送と国の安全保障
16. 研究費の取り扱い

Responsible Conduct of Research
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捏造、改ざん、盗用

＋

「不正行為」

「
ミ

ス
コ

ン
ダ

ク
ト

」

規則学習

倫理学習

・ データの曲解
・ ライバル研究者への妨害行為
・ 公的資金の浪費
・ オーサーシップの政治的利用
・ 公的資金審査における利益誘導
・ 利益相反問題への消極的対応
・ 公益情報・技術の隠蔽
・ 節度を欠く内部告発
・ 社会的弱者からの搾取
・ 研究者育成への消極的姿勢
・
・
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倫理観の成長
(Köhlberg’s Theory)

Post-conventional Level 

Pre-conventional Level

Conventional Level 

(professional, concern for wider, universal society)

(avoid punishment)

(concern about community)
同僚・クライアント

人類・社会・地球環境

自己防衛
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